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束南アジア研究センターの第 1期 5カ年計画に基
づ く現地調査の報告書として,社会科学系の第 1冊
めが発行された｡天理大学外国語学部の前田清茂氏
による上掲のタイ トルの書物である｡
序文にも触れられているが,前田氏の調査は,セ
ンタ-のマレーシア ･インドネシア調査計画の一部
として行なわれた｡この計画による社会人類学的調
査は,故棚瀬襲爾博士をリーダーとして,ケダー州
の-農村にスポットをあてて,1964年から65年にか
けて進められた｡マラヤの穀倉といわれるこのあた
りの稲作農村は,水路沿いに広がるマレー人農家か
ら成るが,AlorJanggusは,このようなマレー人
の村の一端に住みついた,商業および精米業を中心
とする中国人の-集落である｡調査の本来の目的は,
マレー人村落の社会構造を明らかにすることであっ
たが,調査が進むにつれて,マレー人農民と密接な
経済的関係をもつ中国人集落の調査を行なう必要が
痛感されてきた｡前田氏はこのような役割を果たす
ために,第2年次にあたる1965年7月から8月にか
けて現地調査に参加したのであるO前田氏の調査は,
前年度に棚瀬グループによってなされた中国人世帯
のセンサスを利用しつつ,中国人に直接インタビュ
ーをすることによって行なわれた｡以下,本書の内
容を童を追って紹介する｡
第1葦Ⅰntroductionにおいては,調査経過の説
明がなされているが,その内容はほぼ上述の通りで
ある｡
#2i HistoricalBackgroundofAlorJang-
gusにおいては, 主として, 中国の出身地,およ
び来村史が明らかにされる｡はじめて中国人がやっ
て来たのは約65年前であって,AlorJanggusはこ
の意味で比較的新 しい集落と言える｡その頃は付近
のマレー人村落の人口も少なく,ジャングルが多か
ったという｡現在では,中国人世帯の数は65にのぼ
り,人口男子253人,女子228人,計481人を数える
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